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1997 年から市場に展開してきた View 自動販売機シ

リーズは，消費者がショーケース感覚で商品を選択できる

安心感を備えるとともに，さまざまなパッケージの商品を

販売できる汎用型飲料自動販売機として市場に認知されて

きており，中でも乳飲料系自動販売機分野では，約 40 ％

を本シリーズが占めるまでに成長した。

近年では，自動販売機を取り巻く状況も変化し，「高齢

者，身体障害者等が円滑に利用できる特定建築物の建築の

促進に関する法律」（ハートビル法）施行などに代表され

るような屋内ロケーションにおけるユニバーサルコンセプ

トの普遍化志向の進行や環境対応強化，1 台あたりの売上

げ（パーマシン）の向上，販売商品の多様化への対応と

いった要求がさらに高まってきている。

今回，このような市場ニーズに応えるべくフルモデル

チェンジを行い，高機能・高信頼性化した新型View自動

販売機を開発した。

本稿では，その概要を紹介する。

特　徴

新型View 自動販売機の仕様を表１に示し，以下で特徴

を述べる。

２.１ ユニバーサルデザイン

利用者の商品購入時の利便性を高めるため，商品取出口

の位置を地上高約 500mmに配置したことを含め，利用者

が操作する機能部品（商品取出口，硬貨投入口，紙幣挿入

口，選択ボタン，返却レバー，返却口）をすべてコント

ロールパネル内に集中配置した。おのおのの位置は，日本

自動販売機工業会「ユニバーサルデザインガイドライン」

JVMA3D002に準拠させた。

２.２ 大収容量・高汎用性

商品をラック－バケット間で水平に受渡しを行う新商品

キャッチャシステムを開発し，大収容量と高汎用性を実現

した。見た目での商品ハンドリングの優しさも同時に追求

している。

２.３ 環境対応

商品収容庫の断熱特性を向上させるため，エコパネル方
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表１　新型View自動販売機の概略仕様（ホット＆コールド機） 

項　目 仕　様 

FRV252 

幅780×奥行892×高さ1,837（mm） 

290kg

52セレクション 

676個（250mL紙パック換算） 

キャッチャシステム 

中取出口ユニバーサルデザイン 

分散制御システム 

4ウェイ（10円・50円・100円・500円硬貨） 

1,000円札1枚受入れ 

AC100V  50/60Hz 

501W/501W 

552W 

静音型ロータリコンプレッサ（7.3cm3） 

R407C

テンキー型選択ボタン 

穴あきフィルムヒータ付きペアガラス扉 

屋　内 

紙パック 
100～ 
365mL

標準パック，スリムパック， 
ピュアパック，プリズマパック 

缶 
135～ 
500mL

細缶，中太缶，太缶 

瓶 
100～ 
350mL

牛乳瓶，ドリンク瓶ほか 

その他 
ペットボトル飲料，カップ飲料，デザート 
ほか 

直管蛍光灯（インバータ点灯式） 
上部：20W×1本，左側部：30W×1本 

型　式 

外形寸法 

質　量 

販売商品 

セレクション数 

商品収容数 

販売機構 

デザイン 

制御方式 

コインメカニズム 

紙幣識別装置 

電　源 

消費電力 

電熱装置 

冷凍機 

冷　媒 

蛍光灯 

選択ボタン 

断熱扉 

設置環境 
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式の組合せ断熱構造を採用し，熱エネルギーロスの極小化

を図った。熱負荷の大きいガラス扉用防露ヒータの制御に

は間欠運転制御を導入し，消費電力の大幅低減を実現した。

構　造

新型 View 自動販売機の外観を図１に，内部構造を図２

に示す。構造の主要部分について以下に説明する。

３.１ 全体構成

商品は，商品陳列棚のイメージで商品収容ラック内に奥

行方向に並べて収容される。商品収容庫は断熱層で囲まれ，

ホット＆コールド機ではさらに断熱仕切板により上下 2室

に分割される。庫内は，ホット室では約 55 ℃，コールド

室では約 5℃にそれぞれ保温，保冷される。商品収容庫前

面側は，断熱透明ペアガラスで構成されており，消費者は

自分の欲しい商品を直接見て選び，その商品が実際に搬出

される過程を見ることができる。

商品キャッチャシステムは，販売待機時は右下部に位置

し，販売指令を受け取ると X（左右）方向と Y（上下）方

向に同時に移動し目的の商品収容ラックから商品を受け

取って取出口に搬出する。商品収容ラックには駆動モー

タ・スイッチなど電装品を一切搭載せず，キャッチャシス

テムに内蔵された駆動機構によりすべての商品収容ラック

からの商品搬出を行っている。このため，商品棚の組換え

が容易になり，機構と電装に関する信頼性も向上している。

３.２ 商品キャッチャシステム

商品キャッチャシステムの全体構成を図３に示す。商品

キャッチャシステムは，次の三つで構成される。

商品を収容しておき 1 個ずつ搬出する商品収容ラック

商品収容ラックから商品を受け取り，取出口へ搬送す

るためのバケット機構

バケット機構を二次元的に移動させる X-Y搬送機構

３.２.１ 商品収容ラック

商品収容ラックの構造を図４に示す。

商品の収容効率を極限まで高めるため，横一体型商品棚
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図１　新型View自動販売機の外観
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図２　内部構造図
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に平ベルト水平搬送ユニットを組み合わせた新ラックシス

テムを開発した。ゲート機構を前端部に内蔵した平ベルト

水平搬送ユニットと，厚み寸法を極小化（4mm）した仕

切板を，販売商品の幅寸法に合わせて横一体型商品棚にワ

ンタッチで取り付ける構造を考案したことにより，商品レ

イアウトに関係なく最大限の収容効率を確保することがで

きる。具体的には，200mLスリムパックなど幅狭商品を

収容する際には，横方向に最大 9列（従来機は 7 列）の商

品陳列が可能である。多様な商品の陳列例を図５に示す。

従来各ラックに取り付ける必要があったコラムスペーサ

を削除することにより，大幅な部品点数の削減も実現して

いる。コントロールパネル裏側にあたる部分に，従来から

の顧客要望であった商品予冷ボックスを配置することによ

り，全商品の視認性，収容数，およびオペレーターの操作

性などについてバランスのとれた仕様とした。

平ベルトにおいては，摩擦駆動ではなくスプロケット駆

動を可能とし，大幅な構造のシンプル化と搬出性能の向上

を実現した（図６）。平ベルトのポリエステルフィラメン

ト糸を縦方向（長手方向）と横方向に織り込んで帯状にす

る過程で，縦糸を部分的に欠落させてスプロケットの貫入

穴を形成させる新しい製造方法をベルトメーカーと共同で

開発した。

３.２.２ バケット機構

バケット機構の構造を図７に示す。

バケット機構では，外形寸法に対し商品通路スペースを

大きく取るということと質量を軽くするということが課題

である。バケットには，ラック位置を自動で認識するため

の反射型光センサ，バケットの動作ポジションを正確に位

置決めするためのモードスイッチユニット，商品の取り込

み搬出および X 方向に自走移動を行うための 4 種類の

モータユニットほか多くの機能部品を装備する。本開発で

は，成形樹脂ケース内のリブなど強度保持構造を最適化し

つつ，それらの機能部品の適正なレイアウトを行った。そ

の結果，従来比約 38 ％の質量低減を実現し，後述の X-Y

駆動モータの負荷トルク低減による信頼性向上を可能にす

るとともに部品点数の削減を行った。

コンベヤベルトユニットでは，ラックから商品を水平に

取り込んでから，コンベヤを前方に傾斜させ商品挙動を安

定させた後，X・Y方向に移動させるシステムを考案する

ことにより，商品搬出過程の品質向上を達成した。

商品取り込み動作シーケンスは，2セットの赤外線商品

検知センサの検知タイミングの組合せによりラック用・コ

ンベヤベルト用の 2 種類のモータ動作を細かく制御するこ

とにより，主要商品においては，従来必要であった商品ご

との制御設定を不要とすることに成功している。

３.２.３ X-Y搬送機構

X-Y搬送機構の構造を図８に示す。

ラックからバケットへの商品水平払出しシステムの信頼

性向上においては，X方向・Y方向ともにラックに対する

バケットの停止位置精度が非常に重要なポイントとなる。

通常このような場合，ステッピングモータをパルス駆動さ

せる制御が用いられるが，コスト的に高価なシステムと

なってしまう。本機では，X・Y各駆動部には安価な DC

モータを採用し，2 相式エンコーダのパルス信号を利用し

て動作軌跡の座標管理を行い，PWM方式によりモータの

加減速制御を行うハードウェア構成とする（図９）ことに

より，低コストと高機能を両立させた。

ラック配列変更時には一度スキャニング動作を行い，各

ラックの配置と絶対座標を認識させる。実販売時にはその

絶対座標をパラメータとして目標ラック付近までバケット

を高速で移動させた後バケットに内蔵した反射型光センサ
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図５　商品レイアウト例
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図６　平ベルト搬送ユニット（駆動部拡大図）
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でラック自身を検知し両者の相対位置を合わせ込む動作

シーケンスを考案した。これにより，機械の経年変化など

による位置変動も吸収でき，信頼性の高いシステムを構築

することができた。

３.３ 断熱構造

ホット＆コールド機の断熱構造を図 に示す。

庫内外の隔壁としての断熱構造には，発泡断熱材を組み

合わせて構成するエコパネル方式を採用した。内箱を削除

し，構造上必要最低限の庫内板金のみで構成することによ

り，熱伝導によるロスを極小化している。ウレタン断熱材

の発泡剤としては，脱フロン剤（シクロペンタン）を使用

し，環境対応を図っている。

ホット室とコールド室を隔てる中間断熱板は前後二分割

構成とし，中間断熱板（前）を上下可動構造とした。ホッ

ト室の商品を販売する場合，商品搬送バケット上に中間断

熱板（前）を載せて持ち上げる方式を開発したことにより，

ホット室－コールド室間の熱貫流を極小化し，省エネル

ギーを実現している。

前面ガラス扉には取出口部に穴加工を施したペアガラス

を新たに開発し，防露ヒータ配置を最適化するとともに外

気温をパラメータとする間欠運転制御を導入し，消費電力

の低減を図った。

３.４ メインドア

コントロールパネル部には，大型樹脂射出成形品を採用

し，大幅な部品点数削減と構造のシンプル化を実現した

（図 ）。金型開発過程では，樹脂流動解析シミュレーショ

ンと応力解析を同時に行い，肉厚の考え方・補強リブの構

成・ゲート位置などを最適化すると同時に，デザイン部品

として重要なフローラインの出方を解析し，品質とコスト

パフォーマンスの両立を図った。

３.５ LED内蔵テンキー型選択ボタン

テンキー型選択ボタンの構成を図 に示す。選択ボタン

の外径を従来比約 70 ％拡大し内部に 3 色（赤，緑，青）

LED（Light Emitting Diode）を内蔵することにより，ボ

タンの視認性・取扱い性を大幅にアップした。待機時には

イルミネーション制御を実施し，消費者のアイキャッチに

１２

１１

１０
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図８　X-Y搬送機構
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図１１　コントロールパネル部
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図１０　断熱構造
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よるパーマシン向上効果も狙っている。

あとがき

以上，フルモデルチェンジした新型View自動販売機に

ついて，その概要を紹介した。

本機は，ショーケース感覚の新しいイメージに加え，ユ

ニバーサル機材として，公共ロケーション開拓の重要機種

と位置づけされており，展開が拡大されつつある。

今後は，本キャッチャシステムを応用し，より商品種類

の範囲を広げた汎用機のシリーズ化に取り組んでいきたい。

最後に，本機の開発に際し種々のご助言をいただいた関

係各位に対し，深く感謝の意を表す次第である。
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図１２　LED内蔵テンキー型選択ボタン
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